
〔
商
法
四
七
三
〕

ゴ
ル
フ
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
の
貴
重
品
ロ
ッ
カ
ー
か
ら
利
用

客
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
窃
取
さ
れ
預
金
が
引
き
出
さ
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
営
業
主
の
責
任
が
認
め
ら
れ
た
事
例

（
鵬
鍵
響
嬬
構
鞠
騨
㌍
）

判例研究

〔
判
示
事
項
〕

　
ゴ
ル
フ
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
の
貴
重
品
ロ
ッ
カ
ー
か
ら
利
用
客

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
窃
取
さ
れ
預
金
が
引
き
出
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
営
業
主
は
、
フ
ロ
ン
ト
か
ら
見
え
な
い
場
所
に
ロ
ッ
カ
ー

を
設
置
し
な
が
ら
、
時
々
見
回
る
等
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

商
法
五
九
四
条
二
項
の
「
不
注
意
」
が
あ
り
、
損
害
賠
償
責
任
を
免

れ
な
い
。
た
だ
、
利
用
客
も
、
ロ
ッ
カ
ー
の
暗
証
番
号
を
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
と
同
一
に
し
て
い
た
等
の
過
失
が
あ
り
、
四

割
の
過
失
相
殺
を
行
う
の
が
相
当
で
あ
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　
商
法
五
一
四
条
、
五
九
三
条
、
五
九
四
条
、
五
九
五
条

　
民
法
四
〇
四
条
、
四
一
五
条
、
四
一
六
条
、
四
一
八
条
、
六
五
七

条
、
七
〇
九
条
、
七
一
五
条
、
七
二
二
条

〔
事
　
実
〕

　
X
（
原
告
）
は
、
平
成
一
五
年
八
月
二
四
日
に
、
Y
（
被
告
）
が

経
営
す
る
ゴ
ル
フ
場
を
訪
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の

ロ
ッ
カ
ー
室
入
口
付
近
に
設
置
さ
れ
た
貴
重
品
ロ
ッ
カ
ー
に
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
を
入
れ
た
財
布
を
保
管
し

た
。
な
お
、
本
件
ロ
ッ
カ
ー
は
暗
証
番
号
式
で
あ
り
、
X
は
、
暗
証
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番
号
と
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
を
登
録
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
訴
外
S
ら
が
、
暗
証
番
号
盗
撮
用
の
小
型
カ
メ
ラ
を

本
件
ロ
ッ
カ
ー
の
裏
側
に
取
り
付
け
る
等
し
て
X
が
登
録
し
た
暗
証

番
号
を
判
読
し
、
そ
の
暗
証
番
号
を
使
い
本
件
ロ
ッ
カ
ー
を
開
け
て

X
の
財
布
を
窃
取
し
た
。
そ
し
て
、
財
布
に
入
っ
て
い
た
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
、
A
T
M
機
か
ら
五
六
二
万
一
〇
〇
〇
円
を

引
き
出
し
た
。

　
そ
こ
で
、
X
は
、
Y
が
〔
こ
商
法
五
九
四
条
一
項
、
〔
二
〕
商

法
五
九
三
条
、
〔
三
〕
商
法
五
九
四
条
二
項
、
〔
四
〕
民
法
七
〇
九
条

に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う
こ
と
、
〔
五
〕
財
布
が
窃
取
さ
れ
た
こ
と

と
預
金
が
引
き
出
さ
れ
た
こ
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と

を
主
張
し
て
、
Y
に
対
し
て
前
記
金
額
と
遅
延
損
害
金
の
支
払
い
を

求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
（
な
お
、
X
は
、
右
の
規
定
の
ほ
か
に
民
法

七
一
七
条
も
挙
げ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
点
は
割
愛
す
る
）
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
Y
は
、
こ
の
よ
う
な
X
の
主
張
を
否
定
し
た
。

ま
た
、
〔
六
〕
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
明
告
（
商
法
五
九
五

条
）
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
〔
七
〕
本
件
ロ
ッ
カ
ー
の
使
用
約
款
に

お
い
て
暗
証
番
号
の
盗
用
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
わ
な

い
旨
を
定
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
免
責
さ
れ
る
と
主
張
し
た
。
さ
ら

に
、
責
任
を
負
う
と
し
て
も
、
〔
八
〕
X
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の

暗
証
番
号
を
本
件
ロ
ッ
カ
ー
の
暗
証
番
号
と
し
て
使
用
し
た
等
の
理

由
か
ら
過
失
相
殺
が
認
め
ら
れ
る
と
主
張
し
た
。

〔
判
　
旨
〕

　
請
求
一
部
認
容

〔
一
〕
に
つ
い
て

「
寄
託
契
約
と
は
、
物
の
保
管
義
務
を
契
約
の
主
た
る
目
的
と
す
る

契
約
で
あ
り
、
物
の
保
管
と
は
、
受
寄
者
が
物
を
自
己
の
支
配
内
に

お
い
て
、
そ
の
滅
失
及
び
穀
損
を
防
い
で
原
状
を
維
持
す
る
こ
と
を

い
う
。

　
顧
客
が
本
件
ロ
ッ
カ
ー
の
ボ
ッ
ク
ス
内
に
物
を
入
れ
る
こ
と
を
も

っ
て
、
Y
に
こ
れ
を
寄
託
し
た
と
い
え
る
か
否
か
を
検
討
す
る
に
、

あ
る
顧
客
が
本
件
ロ
ッ
カ
ー
を
利
用
し
て
い
る
の
か
否
か
、
そ
し
て

何
時
物
を
入
れ
て
何
時
出
し
た
の
か
を
Y
側
で
当
然
に
把
握
で
き
る

仕
組
み
が
な
い
こ
と
、
顧
客
が
設
定
し
た
暗
証
番
号
は
も
と
よ
り
、

ボ
ッ
ク
ス
内
の
在
中
物
が
ど
の
よ
う
な
物
か
も
Y
従
業
員
は
認
識
し

て
い
な
い
こ
と
、
例
外
的
な
緊
急
時
を
除
い
て
、
Y
が
顧
客
に
無
断

で
解
錠
し
て
本
件
ロ
ッ
カ
ー
の
在
中
物
を
確
認
す
る
こ
と
は
予
定
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
等
の
事
情
に
鑑
み
れ
ば
、
Y
が
本
件
ロ
ッ
カ
ー
の

在
中
物
を
自
己
の
支
配
内
に
お
い
て
い
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
Q
」
「
以
上
に
よ
れ
ば
、
顧
客
が
暗
証
番
号
を
設
定
し
て
本
件
ロ
ッ
カ
ー
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の
ボ
ッ
ク
ス
に
物
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
在
中
物
自
体
の
支
配
が
Y

に
移
転
し
た
と
評
価
で
き
ず
、
保
管
場
所
の
貸
与
に
止
ま
る
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
寄
託
を
前
提
と
す
る
商
法
五
九
四
条
一
項
に
基
づ

く
損
害
賠
償
請
求
は
理
由
が
な
い
。
」

〔
二
〕
に
つ
い
て

「
寄
託
関
係
の
成
立
が
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
商
法
五
九
三
条
に
基

づ
く
損
害
賠
償
請
求
は
理
由
が
な
い
。
」

〔
三
〕
に
つ
い
て

「
本
件
ゴ
ル
フ
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
場
屋
に
該
当
し
、
Y
が
そ
の

主
人
で
あ
る
こ
と
は
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
。

　
上
記
の
と
お
り
寄
託
関
係
の
成
立
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、

Y
は
、
自
ら
が
営
業
す
る
場
屋
に
、
『
貴
重
品
ロ
ッ
カ
ー
』
と
銘
打

っ
て
本
件
ロ
ッ
カ
ー
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
ロ
ッ
カ
ー

自
体
の
安
全
を
維
持
確
保
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
」

　
本
件
ロ
ッ
カ
ー
は
、
「
フ
ロ
ン
ト
か
ら
は
見
え
な
い
場
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Y
は
、
…
（
略
）
…
ロ
ッ
カ
ー
更
衣
室
お
よ

び
本
件
ロ
ッ
カ
ー
付
近
を
と
き
ど
き
見
回
る
等
し
て
、
疑
わ
し
い
者

の
侵
入
等
を
防
止
し
て
い
た
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
見
回
り
の
頻
度
、

担
当
者
等
の
具
体
的
な
立
証
は
な
い
。
」

　
ま
た
、
「
本
件
ゴ
ル
フ
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
、
警
備
の
程
度
が

通
常
と
ら
れ
る
べ
き
水
準
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
と
推
認
さ
れ
、
こ

れ
を
覆
す
に
足
り
る
的
確
な
証
拠
は
な
い
。

　
以
上
を
総
合
す
れ
ば
、
Y
に
は
、
X
が
本
件
ロ
ッ
カ
ー
に
保
管
し

て
い
た
財
布
が
窃
取
さ
れ
た
こ
と
に
つ
き
、
商
法
五
九
四
条
二
項
の

『
不
注
意
』
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
」

〔
四
〕
に
つ
い
て

「
本
件
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
場
所
の
選
択
及
び
そ
の
付
近
の
監
視
の
程

度
が
、
ゴ
ル
フ
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
通
常
業
務
過
程
を
逸
脱
し
た

と
ま
で
は
評
価
で
き
な
い
か
ら
、
Y
に
は
、
S
ら
の
窃
盗
に
よ
る
被

害
に
つ
い
て
の
不
法
行
為
法
上
の
注
意
義
務
違
反
は
認
め
ら
れ
な
い

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
民
法
七
〇
九
条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
は
理
由

が
な
い
。
」

〔
五
〕
に
つ
い
て

「
S
ら
が
本
件
ロ
ッ
カ
ー
か
ら
X
の
財
布
を
窃
取
し
た
行
為
と
A
T

M
機
か
ら
現
金
が
引
き
出
さ
れ
た
こ
と
の
間
に
は
、
相
当
因
果
関
係

が
認
め
ら
れ
る
。
」

〔
六
〕
に
つ
い
て

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
商
法
五
九
五
条
の
『
高
価
品
』
に
該
当
す

る
こ
と
は
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
。

　
そ
し
て
、
本
件
ロ
ッ
カ
ー
の
上
に
は
、
『
貴
重
品
ロ
ッ
カ
ー
』
と
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の
文
言
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
平
成
一
五
年
八
月
二
四
日
当
時
、

本
件
ロ
ッ
カ
ー
に
貴
重
品
を
預
け
る
こ
と
を
勧
め
る
旨
の
張
り
紙
が

な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
本
件
ロ
ッ
カ
ー
の
ボ
ッ
ク
ス
の
大
き
さ
か
ら
、

財
布
が
預
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
こ
と
、

財
布
に
は
通
常
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
類
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
預
金
金
額
も
本
件
ゴ
ル
フ
場
の
会
員
と
し
て
常
識
的
な
額
の

範
囲
内
で
あ
っ
た
こ
と
等
の
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
、
Y
に
は
高
価
品

の
認
識
が
あ
っ
た
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
高
価
品
の
明
告
の
欠
如
の
主
張
は
理
由
が
な
い
。
」

〔
七
〕
に
つ
い
て

「
約
款
の
掲
示
場
所
及
び
文
字
の
大
き
さ
等
に
照
ら
す
と
、
そ
の
周

知
性
は
乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
他
に
、
約
款
の
周
知
性
に
関

す
る
主
張
立
証
は
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
件
ロ
ッ
カ
ー
の
上
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
約
款
は
、

X
と
Y
の
問
の
契
約
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
単
な

る
『
告
示
』
（
商
法
五
九
四
条
三
項
）
に
止
ま
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る

か
ら
、
約
款
に
よ
る
免
責
の
主
張
は
理
由
が
な
い
。
」

〔
八
〕
に
つ
い
て

「
X
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
使
用
さ
れ
て
A
T
M
機
か
ら
現
金
が

引
き
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
X
が
本
件
ロ
ッ
カ
ー
使
用
時
の

暗
証
番
号
を
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
と
同
一
に
し
て
い

た
こ
と
が
寄
与
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
」

　
そ
の
事
情
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
「
四
割
の
過
失
相
殺
を
行
う
の
が

相
当
と
考
え
ら
れ
る
。
」

　
結
論

「
以
上
に
よ
れ
ば
、
X
の
請
求
は
、
商
法
五
九
四
条
二
項
に
基
づ
き
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
A
T
M
機
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
五
六

二
万
一
〇
〇
〇
円
の
六
割
で
あ
る
三
三
七
万
二
六
〇
〇
円
及
び
こ
れ

に
対
す
る
…
（
略
）
…
民
法
所
定
の
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損

害
金
の
支
払
い
を
求
め
る
限
度
に
お
い
て
理
由
が
あ
る
。
」
（
な
お
、

項
目
番
号
、
見
出
し
お
よ
び
証
拠
の
引
用
は
省
略
し
た
）

〔
研
　
究
〕

　
結
論
的
賛
成

一
　
本
件
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
に
小
型
カ
メ
ラ
が
取

り
付
け
ら
れ
て
貴
重
品
ロ
ッ
カ
ー
の
暗
証
番
号
が
盗
撮
さ
れ
、
そ
こ

か
ら
窃
取
さ
れ
た
利
用
客
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
使
用
さ
れ
て
預

金
が
引
き
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
営
業
主
の
（
損
害
賠
償
）
責

任
が
問
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

　
な
お
近
時
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
全
国
の
ゴ
ル
フ
場
で
相
次
い

で
起
こ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
本
判
決
と
同
様
の
事
案

を
取
り
上
げ
た
判
決
と
し
て
、
東
京
地
判
平
成
一
六
年
五
月
二
四
日
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金
判
一
二
〇
四
号
五
六
頁
〔
以
下
、
判
決
1
と
す
る
〕
と
、
そ
の
控

訴
審
で
あ
る
東
京
高
判
平
成
一
六
年
一
二
月
二
二
日
金
判
一
二
　
○

号
九
頁
〔
以
下
、
判
決
H
と
す
る
〕
が
あ
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
お
け
る
同
様
の
事
案
を
取
り
上
げ
た
判
決
と
し
て
、
東
京
地

裁
八
王
子
支
判
平
成
一
七
年
五
月
一
九
日
判
時
一
九
二
一
号
一
〇
三

頁
〔
以
下
、
判
決
m
と
す
る
〕
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
判
決

を
参
考
に
し
て
検
討
し
よ
う
。

二
　
そ
も
そ
も
、
ゴ
ル
フ
場
の
営
業
主
で
あ
る
Y
は
、
公
衆
の
来
集

に
適
す
る
設
備
を
設
け
て
客
に
利
用
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
場

屋
の
主
人
（
場
屋
営
業
者
）
に
該
当
す
る
（
判
決
H
の
ほ
か
、
例
え
ば
、

笹
本
幸
祐
「
判
批
（
本
判
決
）
」
法
セ
ミ
六
一
二
号
（
平
一
七
）
一
二
八

頁
）
。
そ
し
て
、
本
判
決
も
、
そ
の
点
に
つ
い
て
当
事
者
間
に
争
い

が
な
い
と
し
て
立
論
の
前
提
に
置
い
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
特
約
が
さ
れ
な
い
限
り
、
Y
は
、
へ
貴
重
品
ロ
ッ
カ
ー

の
）
内
容
物
に
つ
い
て
、
商
法
五
九
四
条
以
下
の
規
定
に
よ
り
責
任

を
負
う
。
詳
説
す
る
と
、
寄
託
の
成
立
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
商
法
五

九
四
条
一
項
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
が

認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
商
法
五
九
四
条
二
項
に
基
づ
い
て
責
任
を
負

う
。
た
だ
、
内
容
物
が
高
価
品
に
該
当
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、

商
法
五
九
五
条
が
付
加
す
る
要
件
が
充
た
さ
れ
な
け
れ
ば
、
責
任
を

負
わ
な
い
（
な
お
、
本
判
決
は
、
右
の
規
定
と
別
個
に
、
商
法
五
九
三
条

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
判
決
1
や
判
決
H
も
然
り
で
あ
る
。
だ

が
、
そ
の
点
に
は
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
来
住
野
究
「
判
批
（
判
決
1
）
」

平
成
一
六
年
度
重
判
（
平
一
七
）
］
〇
三
頁
参
照
）
。

　
O
　
そ
れ
で
は
、
内
容
物
に
つ
い
て
、
寄
託
の
成
立
が
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
に
よ
り
問
題
に
な
る

規
定
が
異
な
る
。

　
た
だ
、
そ
れ
に
つ
い
て
判
決
の
評
価
が
分
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
判
決
1
は
、
寄
託
の
成
立
を
認
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
判

決
は
、
寄
託
の
成
立
を
認
め
な
い
。
さ
ら
に
、
判
決
H
も
然
り
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

　
本
件
で
は
、
利
用
客
が
、
自
由
に
貴
重
品
ロ
ッ
カ
ー
を
使
用
し
て

内
容
物
を
出
し
入
れ
す
る
。
換
言
す
る
と
、
Y
は
、
そ
の
使
用
を
利

用
客
に
全
面
的
に
委
ね
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
、
内
容
物
が

何
で
あ
る
か
を
知
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
内
容
物
が
出
し
入
れ
さ
れ
た

こ
と
さ
え
知
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
鑑
み
れ
ば
、
本
判
決
が
い
う
よ
う

に
、
Y
は
、
利
用
客
に
貴
重
品
を
保
管
す
る
た
め
の
場
所
を
貸
与
し

て
い
る
ー
し
た
が
っ
て
、
寄
託
の
成
立
は
認
め
ら
れ
な
い
ー
と

評
価
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
（
こ
れ
に
対
し
て
、
貸
金
庫
の
事
案
と

の
類
似
性
を
理
由
と
し
て
、
寄
託
の
成
立
を
認
め
る
主
張
も
唱
え
ら
れ
て

い
る
。
渡
邊
博
己
「
判
批
（
本
判
決
・
判
決
1
～
皿
）
」
京
園
五
〇
号
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（
平
一
八
）
八
八
、
八
九
頁
参
照
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
、
先
述
し
た
評
価

は
右
の
事
案
で
も
妥
当
す
る
と
解
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
我
妻
榮
『
債
権
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

論
中
巻
二
（
民
法
講
義
V
）
』
（
岩
波
書
店
、
昭
三
七
）
七
〇
二
頁
参
照
。

さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
で
も
一
般
に
、
こ
の
よ
う
に
解
さ
れ
て
い
る
。
く
箪

力
ρ
C
拝
＜
」
①
ひ
」
8
G
o
　
〔
菊
O
N
oo
α
」
自
。
ω
．
8
〕
旧
ω
鼠
仁
ぴ
＼
Ω
四
仁
ω

－
≦
一
浮
①
一
日
O
餌
昌
巽
一
9
＝
O
ω
．
O
δ
励
犀
○
ヨ
ヨ
：
ω
阜
ω
＼
しQ
噸
Go
．
＞
旦
一
こ
凹
。

ω
①
貿
σ
●
（
一
〇
〇〇
一
y
＞
コ
ヨ
。
旨
躍
空
“
ω
鼠
仁
α
一
口
臓
霞
＼
＜
o
鱒
費
国
ヨ
ヨ
震
－

一
∩
戸
　
じo
の
ω
．
綾
器
㎝
　
－
　
㎝
爵
律
＝
の
一
葵
o
雪
①
昌
＜
　
（
］
≦
一
〇
簿
o
o
三
　
一
y

Z
窪
ぴ
＄
3
ス
8
8
y
＜
0
3
ゆ
ヨ
窪
伽
認
㎝
＞
づ
ヨ
ふ
9
ま
た
、
右
の
事

案
を
取
り
上
げ
た
最
判
平
成
一
一
年
二
月
二
九
日
民
集
五
三
巻
八
号
　

九
二
六
頁
も
、
一
般
に
寄
託
の
成
立
を
認
め
た
判
決
と
解
さ
れ
て
い
る
わ

け
て
は
な
い
。
判
決
H
の
ほ
か
、
例
え
ば
、
関
沢
正
彦
「
『
畷
疵
金
庫
』

を
『
貸
金
庫
』
に
引
き
戻
し
た
判
決
」
銀
法
五
七
一
号
（
平
二
】
）
六
二
、

六
三
頁
参
照
。
こ
の
ほ
か
、
寄
託
の
成
立
を
認
め
る
判
決
1
が
挙
げ
る
理

由
に
も
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
藤
原
俊
雄
「
場
屋
営
業
主
の
責
任
」
民
事

法
情
報
二
四
〇
号
（
平
一
八
）
一
四
頁
参
照
）
。

　
た
だ
、
先
述
し
た
評
価
は
、
「
民
事
寄
託
と
商
事
寄
託
の
区
別
が

な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
疑
問
」
で
あ
り
、
「
商
人
の
信
用
を
維
持
し
よ

う
と
す
る
商
五
九
三
条
・
五
九
四
条
の
趣
旨
や
ゴ
ル
フ
場
利
用
客
の

信
頼
を
軽
視
す
る
も
の
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
（
吉
田
直
「
判
批

（
判
決
H
）
」
金
判
二
一
三
二
号
（
平
一
八
）
六
一
、
六
四
頁
）
。
そ
の
た

め
、
さ
ら
に
検
討
を
要
し
よ
う
。

　
そ
も
そ
も
、
商
事
寄
託
に
関
す
る
商
法
五
九
三
条
や
商
法
五
九
四

条
一
項
は
、
寄
託
の
要
件
を
定
め
た
規
定
で
は
な
い
。
寄
託
が
成
立

す
る
場
合
の
注
意
義
務
や
責
任
を
定
め
た
規
定
に
す
ぎ
な
い
。
す
な

わ
ち
、
民
法
が
定
め
る
要
件
の
下
で
寄
託
が
成
立
す
る
場
合
に
、
商

人
の
信
用
を
維
持
す
る
等
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
民
法
よ
り
重
い
注
意

義
務
や
厳
格
な
責
任
を
課
す
規
定
に
す
ぎ
な
い
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
寄
託
の
成
否
に
つ
い
て
、
民
事
と
商
事
で
区
別
す
る

こ
と
の
方
が
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
さ
ら
に
、
寄
託
の
成
立
を
認
め

な
く
て
も
、
商
法
五
九
三
条
等
の
趣
旨
を
軽
視
す
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。

　
ま
た
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
Y
は
、
利
用
客
に
貴
重
品
ロ
ッ
カ
ー

と
い
う
保
管
場
所
を
貸
与
す
る
。
た
だ
、
貴
重
品
を
保
管
さ
せ
る
目

的
で
貸
与
す
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
そ
れ
に
相
応
し
い
安
全
な
場
所

を
貸
与
す
る
ー
そ
れ
に
伴
い
、
そ
の
安
全
を
維
持
確
保
（
保
持
）

す
る
ー
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
そ
こ
で
、
利
用
客
が
信
頼
す
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
品
を
保

管
す
る
場
所
の
安
全
性
で
あ
ろ
う
。
貴
重
品
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
Y

に
保
管
し
て
も
ら
う
ー
し
た
が
っ
て
、
寄
託
の
成
立
が
認
め
ら
れ

る
ー
こ
と
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
（
な
お
、
ド
イ
ッ
で
は
、
貸
金
庫

の
事
案
で
も
、
こ
の
よ
う
に
解
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
し
た
ド
イ
ツ
の
文
献
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を
参
照
）
。

　
口
　
前
節
で
論
じ
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
本
判
決
が
い
う
よ
う
に
、

問
題
に
な
る
責
任
は
、
商
法
五
九
四
条
一
項
の
責
任
で
は
な
い
。
商

法
五
九
四
条
二
項
の
責
任
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
Y
は
右
の
責
任
を
負
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
そ

の
点
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

　
確
か
に
、
本
判
決
が
い
う
よ
う
に
、
「
本
件
ゴ
ル
フ
場
の
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
は
、
警
備
の
程
度
が
通
常
と
ら
れ
る
べ
き
水
準
に
達
し
て
い

な
か
っ
た
」
と
す
れ
ば
、
Y
に
商
法
五
九
四
条
二
項
の
不
注
意
ー

し
た
が
っ
て
、
過
失
1
が
認
め
ら
れ
よ
う
（
た
だ
他
方
に
お
い
て
、

本
判
決
は
、
「
本
件
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
場
所
の
選
択
及
び
そ
の
付
近
の
監

視
の
程
度
が
、
ゴ
ル
フ
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
通
常
業
務
過
程
を
逸
脱
し

た
と
ま
て
は
評
価
で
き
な
い
」
と
判
示
し
て
、
Y
の
不
法
行
為
法
上
の
注

意
義
務
違
反
（
過
失
）
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
論
理
が
不
明

確
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
淺
野
響
「
判
批
（
本
判
決
）
」
金
判
一

二
二
七
号
（
平
一
七
）
五
頁
参
照
）
。

　
だ
が
、
本
判
決
が
、
商
法
五
九
五
条
を
問
題
に
し
た
う
え
で
、
商

法
五
九
四
条
二
項
の
責
任
を
認
め
た
こ
と
に
は
疑
問
な
し
と
し
な
い
。

以
下
で
は
、
そ
の
理
由
を
述
べ
よ
う
。

　
そ
も
そ
も
、
商
法
五
九
五
条
は
、
場
屋
営
業
者
を
保
護
す
る
た
め

に
、
高
価
品
に
つ
い
て
、
（
客
か
ら
そ
の
種
類
お
よ
び
価
額
を
）
明
告

さ
れ
た
こ
と
と
寄
託
さ
れ
た
こ
と
の
双
方
を
、
場
屋
営
業
者
が
責
任

を
負
う
た
め
の
要
件
と
し
て
付
加
す
る
規
定
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
場
屋
営
業
者
は
、
高
価
品
に
つ
い
て
、
明
告
さ
れ
か
つ
寄
託
さ

れ
た
場
合
に
、
商
法
五
九
四
条
一
項
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う
に
す

ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
寄
託
さ
れ
な
い
場
合
は
、
商
法
五
九
四

条
二
項
の
責
任
を
負
わ
な
い
。
明
告
さ
れ
て
も
然
り
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
場
屋
営
業
者
（
又
は
そ
の
使
用
人
）
に
過
失
が
あ
っ
て
も
然
り

で
あ
る
（
拙
稿
「
引
渡
を
受
け
な
い
高
価
品
に
関
す
る
旅
客
運
送
人
の
責

任
」
倉
澤
古
稀
『
商
法
の
歴
史
と
論
理
』
（
新
青
出
版
、
平
一
七
）
八
五

五
頁
以
下
）
。

　
そ
の
た
め
、
商
法
五
九
五
条
を
問
題
に
す
る
限
り
、
Y
は
商
法
五

九
四
条
二
項
の
責
任
を
負
わ
な
い
。
本
判
決
の
よ
う
に
明
告
さ
れ
た

こ
と
を
認
め
て
も
然
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Y
（
又
は
そ
の
従
業
員
）

に
過
失
を
認
め
て
も
然
り
で
あ
る
。

三
　
前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
内
容
物
に
つ
い
て
、
寄
託
の
成
立
は

認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
問
題
に
な
る
責
任
は
、
商
法
五
九
四

条
二
項
の
責
任
で
あ
る
。
だ
が
、
本
判
決
の
よ
う
に
商
法
五
九
五
条

を
問
題
に
す
る
限
り
、
Y
に
過
失
が
あ
っ
て
も
右
の
責
任
を
認
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　
た
だ
、
本
件
で
は
、
そ
れ
以
外
に
も
問
題
に
な
る
責
任
が
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
そ
の
責
任
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
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e
　
そ
も
そ
も
、
本
判
決
は
、
商
法
五
九
四
条
二
項
の
責
任
と
別

個
に
、
民
法
七
〇
九
条
の
責
任
を
間
題
に
し
て
い
る
。

　
確
か
に
、
商
法
五
九
四
条
二
項
の
責
任
は
、
不
法
行
為
責
任
で
は

な
い
。
場
屋
の
利
用
関
係
に
基
づ
く
特
別
の
法
定
責
任
で
あ
る
と
解

さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、
平
出
慶
道
『
商
行
為
法
〔
第
二
版
〕
』
（
青
林

書
院
、
平
元
）
六
一
八
頁
）
。

　
そ
の
た
め
、
民
法
七
〇
九
条
の
責
任
は
、
商
法
五
九
四
条
二
項
の

責
任
と
競
合
し
得
る
。
さ
ら
に
、
民
法
七
一
五
条
の
責
任
も
然
り
で

あ
る
。

　
た
だ
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
場
屋
営
業
者
を
保
護
す
る
と
い
う
趣

旨
を
没
却
さ
せ
な
い
た
め
、
商
法
五
九
五
条
は
、
民
法
七
〇
九
条
の

責
任
に
も
及
ぶ
。
さ
ら
に
、
民
法
七
一
五
条
の
責
任
に
も
及
ぶ
と
解

釈
さ
れ
る
（
い
わ
ゆ
る
修
正
請
求
権
競
合
説
。
例
え
ば
、
平
出
・
前
掲
六

二
〇
頁
）
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
商
法
五
九
五
条
を
問
題
に
す
る
限
り
、
本
判
決
の
よ

う
に
Y
の
不
法
行
為
法
上
の
過
失
の
有
無
を
論
じ
る
ま
で
も
な
く
、

Y
は
民
法
七
〇
九
条
の
責
任
も
負
わ
な
い
。
さ
ら
に
、
Y
の
従
業
員

の
過
失
1
ま
た
、
Y
の
そ
の
選
任
又
は
監
督
上
の
過
失
1
の
有

無
を
論
じ
る
ま
で
も
な
く
、
Y
は
民
法
七
一
五
条
の
責
任
も
負
わ
な

い
、
　
口
　
前
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、
本
件
で
は
、
商
法
五
九
四
条
二
項

の
責
任
の
ほ
か
に
、
民
法
七
〇
九
条
の
責
任
や
民
法
七
一
五
条
の
責

任
（
不
法
行
為
責
任
）
が
問
題
に
な
る
。
だ
が
、
商
法
五
九
五
条
は
、

不
法
行
為
責
任
に
も
及
ぶ
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
商
法
五
九

五
条
を
問
題
に
す
る
限
り
、
不
法
行
為
責
任
を
認
め
る
こ
と
も
で
き

な
い
。
Y
に
過
失
が
あ
っ
て
も
然
り
で
あ
る
。

　
た
だ
、
間
題
に
な
る
責
任
は
、
先
述
し
た
責
任
に
限
ら
れ
な
い
。

と
い
う
の
も
、
前
章
日
で
論
じ
た
よ
う
に
、
Y
は
、
利
用
客
に
貴
重

品
を
保
管
さ
せ
る
の
に
相
応
し
い
安
全
な
場
所
を
貸
与
す
る
　
　
そ

れ
に
伴
い
、
そ
の
安
全
を
保
持
す
る
ー
義
務
を
負
う
と
解
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
そ
の
不
履
行
に
基
づ
く
責
任
〔
以
下
、
債
務
不
履
行
責

任
と
す
る
〕
が
間
題
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
判

決
皿
も
、
こ
の
よ
う
な
責
任
を
問
題
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
利
用
客
が
先
述
し
た
責
任
の
ほ
か
に
債
務
不
履
行
責
任
を

問
題
に
す
る
実
益
も
認
め
ら
れ
よ
う
。

　
詳
説
す
る
と
、
商
法
五
九
四
条
二
項
の
責
任
で
は
、
利
用
客
が
Y

（
又
は
そ
の
従
業
員
）
に
過
失
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
責
任
を
負
う

（
例
え
ば
、
平
出
・
前
掲
六
一
八
頁
）
。
さ
ら
に
、
不
法
行
為
責
任
で
も

然
り
で
あ
る
。
だ
が
、
債
務
不
履
行
責
任
で
は
、
こ
の
限
り
で
は
な

い
。　
次
に
、
遅
延
損
害
金
の
利
率
は
、
商
法
五
九
四
条
二
項
の
責
任
で

は
、
本
判
決
が
い
う
よ
う
に
、
年
五
分
と
な
る
（
民
法
四
〇
四
条
。
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ま
た
、
大
阪
地
判
昭
和
二
五
年
二
月
一
〇
日
下
民
集
一
巻
二
号
一
七
二

頁
）
。
さ
ら
に
、
不
法
行
為
責
任
で
も
然
り
で
あ
る
。
だ
が
、
債
務

不
履
行
責
任
で
は
、
年
六
分
と
な
る
（
商
法
五
一
四
条
）
。
と
い
う
の

も
、
債
務
不
履
行
責
任
の
基
礎
に
な
る
契
約
は
、
Y
に
と
っ
て
商
行

為
に
該
当
す
る
（
こ
の
点
に
関
し
て
、
次
章
口
を
参
照
）
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
消
滅
時
効
期
間
は
、
商
法
五
九
四
条
二
項
の
責
任
で
は
、

基
本
的
に
一
年
と
な
る
（
商
法
五
九
六
条
）
。
さ
ら
に
、
不
法
行
為
責

任
で
は
、
三
年
と
な
る
（
民
法
七
二
四
条
）
。
だ
が
、
債
務
不
履
行
責

任
で
は
、
五
年
と
な
る
（
商
法
五
二
二
条
。
但
し
、
後
述
す
る
商
法
五

九
五
条
と
同
様
に
商
法
五
九
六
条
が
債
務
不
履
行
責
任
に
も
及
ぶ
と
解
釈

す
る
な
ら
ば
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
た
だ
、
修
正
請
求
権
競
合
説
に
よ

る
場
合
で
も
、
商
法
五
九
六
条
の
よ
う
な
短
期
消
滅
時
効
を
定
め
た
規
定

は
不
法
行
為
責
任
に
は
及
ば
な
い
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
平

出
・
前
掲
四
九
三
、
四
九
四
頁
参
照
）
。

　
以
上
要
す
る
に
、
本
件
で
は
、
商
法
五
九
四
条
二
項
の
責
任
や
不

法
行
為
責
任
の
ほ
か
に
、
債
務
不
履
行
責
任
が
問
題
に
な
る
。
ま
た
、

そ
れ
を
問
題
に
す
る
実
益
も
認
め
ら
れ
る
。

　
た
だ
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
前
節
で
論
じ
た
解
釈
が
債
務
不
履
行

責
任
に
も
妥
当
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
場
屋
営
業
者
を
保
護
す
る
と

い
う
趣
旨
を
没
却
さ
せ
な
い
た
め
、
商
法
五
九
五
条
は
、
債
務
不
履

行
責
任
に
も
及
ぶ
と
解
釈
す
る
余
地
が
あ
ろ
う
。

　
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
商
法
五
九
五
条
を
問
題
に
す
る
限
り
、
債
務

不
履
行
責
任
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
Y
に
過
失
が
あ
っ
て
も

然
り
で
あ
る
。

四
　
前
章
ま
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
内
容
物
に
つ
い
て
、
Y
に
過
失

が
あ
っ
て
も
責
任
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
商
法
五
九
四
条
二

項
の
責
任
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
責
任
も
然
り
で
あ
る
。

　
た
だ
、
前
章
ま
で
に
論
じ
た
こ
と
は
、
商
法
五
九
五
条
を
問
題
に

す
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
前
提
が
否
定
さ
れ
れ

ば
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
そ
の
前
提
の
成
否

に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

　
O
そ
も
そ
も
、
商
法
五
九
五
条
は
、
任
意
規
定
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
当
事
者
が
特
約
に
よ
り
排
除
（
変
更
）
し
得
る
。
そ
し
て
、

そ
の
特
約
を
探
る
手
掛
り
と
し
て
、
（
貴
重
品
ロ
ッ
カ
ー
の
）
使
用
約

款
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
使
用
約
款
を
観
察
す
る
と
、
内
容
物
に
つ
い
て
、
暗
証

番
号
の
盗
用
に
よ
る
場
合
〔
以
下
、
前
記
場
合
と
す
る
〕
は
Y
が
責
任

を
負
わ
な
い
と
い
う
免
責
条
項
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の

反
対
解
釈
と
し
て
、
一
定
の
場
合
は
Y
が
責
任
を
負
う
と
解
釈
さ
れ

よ
う
。

　
そ
し
て
、
貴
重
品
ロ
ッ
カ
ー
で
は
、
高
価
品
の
保
管
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
先
述
し
た
解
釈
は
内
容
物
が
高
価
品
に
該
当
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す
る
ケ
ー
ス
に
及
ぶ
　
　
し
た
が
っ
て
、
商
法
五
九
五
条
を
変
更
す

る
特
約
が
さ
れ
て
い
る
　
　
と
解
さ
れ
る
。

　
た
だ
、
一
見
す
る
と
、
本
件
は
前
記
場
合
に
該
当
す
る
。
そ
の
た

め
、
先
述
し
た
解
釈
に
よ
っ
て
も
、
Y
は
責
任
を
負
わ
な
い
と
も
解

さ
れ
る
。

　
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に

は
、
免
責
条
項
が
定
め
ら
れ
た
理
由
を
拠
り
所
と
し
て
該
当
す
る
ケ

ー
ス
を
探
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
詳
説
す
る
と
、
右
の
理
由
は
、
前
記
場
合
が
Y
の
過
失
に
基
づ
か

な
い
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
免
責
条
項
は
、
高
価
品
を

含
む
内
容
物
に
つ
い
て
、
Y
が
、
過
失
が
あ
れ
ば
責
任
を
負
う
こ
と

を
前
提
に
し
て
、
前
記
場
合
は
過
失
が
な
い
た
め
責
任
を
負
わ
な
い

こ
と
を
例
示
的
に
定
め
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
以
外
に
、
Y
が
、

一
定
の
場
合
に
責
任
を
負
う
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
前
記

場
合
を
除
外
し
て
い
る
理
由
を
説
明
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
、
本
件
の
よ
う
な
小
型
カ
メ
ラ
に
よ
る
暗
証
番
号
の
盗

撮
の
ケ
ー
ス
は
、
最
近
に
な
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ケ
ー
ス

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
免
責
条
項
は
、
判
決
m
か
ら
伺
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
念
頭
に
置
い
て
定
め
ら
れ
て

い
な
い
。
む
し
ろ
、
利
用
客
が
背
後
や
横
か
ら
暗
証
番
号
を
の
ぞ
き

見
さ
れ
た
ケ
ー
ス
を
念
頭
に
置
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
後
者
の
ケ
ー
ス
は
、
Y
に
過
失
を
認
め
る
の
が
困
難
な
ケ

ー
ス
と
い
え
よ
う
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
前
記
場
合
に
該
当
す
る
た
め
に
は
、
Y
に
過
失
が
な

い
こ
と
が
前
提
に
な
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
Y
に
過
失
が
あ
る
本
件
は

前
記
場
合
に
該
当
し
な
い
。
む
し
ろ
、
責
任
が
認
め
ら
れ
る
と
解
さ

れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
同
様
の
免
責
条
項
を
問
題
に
す
る
判
決

m
も
、
こ
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。

　
口
　
前
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、
本
件
で
は
、
商
法
五
九
五
条
を
変

更
す
る
特
約
が
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

　
た
だ
、
前
節
で
論
じ
た
解
釈
は
、
使
用
約
款
が
X
・
Y
間
の
契
約

内
容
に
な
る
ー
し
た
が
っ
て
、
そ
の
拘
束
力
が
肯
定
さ
れ
る

こ
と
を
前
提
に
す
る
。
し
か
る
に
、
本
判
決
は
、
使
用
約
款
に
つ
い

て
周
知
性
が
乏
し
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
前
提
を
否
定
す
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
商
法
五
九
四
条
三
項
の
告
示
に
該
当
す
る
と
判
示

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
さ
ら
に
検
討
を
要
し
よ
う
。

　
確
か
に
、
本
件
が
、
「
約
款
」
の
内
容
（
条
項
の
存
在
等
）
に
つ
い

て
周
知
性
が
乏
し
い
場
合
〔
以
下
、
ケ
ー
ス
①
と
す
る
〕
に
該
当
す
る

に
留
ま
れ
ば
、
そ
の
拘
束
力
は
否
定
さ
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
に
留

ま
ら
ず
「
約
款
」
そ
れ
自
体
の
存
在
に
つ
い
て
周
知
性
が
乏
し
い
場

合
〔
以
下
、
ケ
ー
ス
②
と
す
る
〕
に
該
当
す
れ
ば
、
そ
の
拘
束
力
は
否

定
さ
れ
る
余
地
が
あ
ろ
う
。
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と
い
う
の
も
、
ケ
ー
ス
②
で
は
、
「
約
款
」
に
よ
る
　
　
し
た
が

っ
て
、
「
約
款
」
を
「
契
約
」
内
容
に
す
る
　
　
と
い
う
意
思
を
推

定
す
る
こ
と
に
よ
り
拘
束
力
を
説
明
す
る
判
例
の
見
解
（
例
え
ば
、

大
判
大
正
四
年
］
二
月
二
四
日
民
録
一
二
輯
一
二
八
二
頁
）
に
よ
る
と
、

こ
の
よ
う
な
推
定
が
覆
さ
れ
得
る
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
約
款
」

を
「
契
約
」
内
容
に
す
る
と
い
う
商
慣
習
（
法
）
を
観
念
す
る
こ
と

に
よ
り
拘
束
力
を
説
明
す
る
多
数
説
（
例
え
ば
、
石
井
照
久
『
普
通
契

約
條
款
』
（
勤
草
書
房
、
昭
三
二
）
三
三
頁
）
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
よ

う
な
商
慣
習
を
観
念
し
難
い
か
ら
で
あ
る
。

　
た
だ
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
使
用
約
款
の
存
在
に
つ
い
て
周
知
性

が
乏
し
い
と
い
う
理
由
で
、
そ
の
拘
束
力
を
否
定
す
る
の
は
早
計
で

あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
件
に
お
い
て
「
約
款
」
と
「
契
約
」

に
相
当
す
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
探
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
詳
説
す
る
と
、
判
決
H
が
い
う
よ
う
に
、
貴
重
品
ロ
ッ
カ
ー
は
、

Y
が
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
契
約
に
基
づ
い
て
貸
与
す
る
設
備
の
一
に
す

ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
貴
重
品
ロ
ッ
カ
ー
の
使
用
は
、
ゴ
ル
フ
場
の

利
用
契
約
か
ら
独
立
し
た
契
約
を
構
成
し
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
内

容
の
一
部
を
構
成
す
る
に
留
ま
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
判
決
m
も
、

貴
重
品
ロ
ッ
カ
ー
の
使
用
が
会
員
施
設
利
用
契
約
に
付
随
し
こ
れ
と

一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
（
ま
た
、
藤
原
・
前
掲
一

四
、
一
五
頁
、
淺
野
響
「
判
批
（
判
決
H
）
」
金
判
一
↓
二
四
号
（
平
］

七
）
五
頁
）
。

　
そ
の
た
め
、
問
題
に
な
る
「
契
約
」
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
契
約

で
あ
る
。
貴
重
品
ロ
ッ
カ
ー
の
使
用
を
含
む
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
契
約

に
ほ
か
な
ら
な
い
（
そ
こ
で
、
前
章
口
て
壬
、
・
及
し
た
債
務
不
履
行
責
任

の
基
礎
に
な
る
契
約
も
、
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
契
約
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
、
そ
れ
は
、
Y
に
と
っ
て
基
本
的
商
行
為
（
商
法
五
〇
二
条
七

号
）
に
該
当
す
る
）
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
問
題
に
な
る
「
約
款
」
は
、
使
用
約
款
に
限
ら
れ
な

い
。
（
ゴ
ル
フ
場
の
）
利
用
約
款
を
含
む
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
換
言
す
る
と
、
使
用
約
款
は
、
一
個
の
独
立
し
た
「
約
款
」
を
構

成
し
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
構
成
す
る
に
留
ま
る
。

便
宜
上
、
利
用
約
款
と
別
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
解
さ

れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
使
用
約
款
の
存
在
に
つ
い
て
周
知
性
が
乏
し
い
だ
け

で
は
、
ケ
ー
ス
①
に
該
当
す
る
に
留
ま
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
使
用
約
款

を
含
む
「
約
款
」
の
拘
束
力
は
否
定
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

そ
の
拘
束
力
が
否
定
さ
れ
得
る
ケ
ー
ス
②
に
該
当
す
る
た
め
に
は
、

利
用
約
款
の
存
在
に
つ
い
て
周
知
性
が
乏
し
い
こ
と
ま
で
求
め
ら
れ

よ
う
。

　
し
か
る
に
、
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
契
約
で
は
、
利
用
約
款
が
使
用
さ

れ
る
の
が
通
常
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
存
在
に
つ
い
て
周
知
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性
が
乏
し
い
と
は
い
い
難
い
。

　
そ
の
た
め
、
本
件
は
、
ケ
ー
ス
①
に
該
当
す
る
に
留
ま
る
。
ケ
ー

ス
②
に
該
当
し
な
い
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
判
決
の
よ
う
に

使
用
約
款
が
X
・
Y
間
の
契
約
内
容
ー
し
た
が
っ
て
、
貴
重
品
ロ

ッ
カ
ー
の
使
用
を
含
む
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
契
約
の
内
容
　
　
に
な
る

こ
と
を
否
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
前
節
で
論
じ
た
解
釈
に
よ
る
と
、
使
用
約
款
は
、
作
成
者

で
あ
る
Y
に
と
っ
て
有
利
な
条
項
を
定
め
て
い
な
い
。
換
言
す
る
と
、

利
用
客
に
と
っ
て
不
利
な
条
項
を
定
め
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の

よ
う
な
内
容
の
点
に
鑑
み
て
も
、
使
用
約
款
の
拘
束
力
を
否
定
す
る

理
由
は
な
か
ろ
う
。

　
そ
う
す
る
と
、
使
用
約
款
が
商
法
五
九
四
条
三
項
の
告
示
に
該
当

し
な
い
こ
と
も
多
言
を
要
し
な
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
に
該
当
す

る
た
め
に
は
、
契
約
内
容
に
な
ら
な
い
こ
と
が
前
提
に
な
る
（
弥
永

真
生
『
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
商
法
総
則
・
商
行
為
法
〔
第
二
版
〕
』
（
有
斐

閣
、
平
一
八
）
一
六
六
頁
）
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
前
節
で
論
じ
た
解
釈
に
よ
る
と
、
使
用
約
款
は
「
前
二
項

ノ
責
任
ヲ
免
ル
ル
コ
ト
」
（
商
法
五
九
四
条
三
項
）
を
定
め
て
い
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
が
商
法
五
九
四
条
三
項
の
告
示
に
該
当
し
な
い
こ

と
は
、
そ
の
点
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

五
　
前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
本
件
で
は
、
使
用
約
款
を
通
し
て
商

法
五
九
五
条
を
変
更
す
る
特
約
が
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
内
容
物
が
高
価
品
に
該
当
し
て
も
、
商
法
五
九
五
条
は
問

題
に
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
問
題
に
な
る
内
容
物
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
高
価
品
に
該
当

す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

　
O
　
確
か
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
本
件
の
よ
う

に
窃
取
さ
れ
預
金
が
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
損
害
賠
償
額
が
多

額
に
な
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
Y
の
責
任
を
認
め
る

判
決
（
本
判
決
・
判
決
1
・
判
決
m
）
が
い
う
よ
う
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
が
窃
取
さ
れ
た
こ
と
と
預
金
が
引
き
出
さ
れ
た
こ
と
の
間
に

は
相
当
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す

れ
ば
、
利
用
客
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
を
貴
重
品
ロ
ッ

カ
ー
の
暗
証
番
号
と
し
て
使
用
し
た
等
の
理
由
か
ら
相
当
な
割
合
の

過
失
相
殺
が
行
わ
れ
る
と
し
て
も
、
先
述
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と

は
否
定
し
難
い
か
ら
で
あ
る
。

　
だ
が
、
商
法
五
九
五
条
の
高
価
品
は
、
同
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
商

法
五
七
八
条
の
高
価
品
と
同
様
に
解
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、
田
中

誠
二
ほ
か
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
商
行
為
法
』
（
勤
草
書
房
、
昭
四
八
）
五

一
九
頁
〔
原
茂
太
一
〕
）
。
そ
の
た
め
、
容
積
又
は
重
量
の
割
に
著
し

く
高
価
な
物
品
と
定
義
さ
れ
る
（
例
え
ば
、
最
判
昭
和
四
五
年
四
月
二
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一
日
判
時
五
九
三
号
八
七
頁
）
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
を
判
断
す
る
基
準
と
し
て
、
交
換
価
値
が
用
い
ら
れ
る
（
さ
ら
に
、

交
換
価
値
が
判
明
し
な
い
よ
う
な
場
合
は
、
再
調
達
価
格
（
再
調
達
費

用
）
が
用
い
ら
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
東
京
地
判
平
成
元
年
四
月
；
ゆ

日
判
時
二
壬
二
七
号
一
二
九
頁
、
森
淳
二
朗
「
判
批
」
法
セ
ミ
四
三
二
号

（
平
二
）
一
二
五
頁
、
山
本
哲
生
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
〇
四
四
号
（
平
六
）

＝
量
ハ
、
ご
二
七
頁
参
照
）
。

　
し
か
る
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
、
交
換
価
値
を
有
し
な
い

（
再
調
達
費
用
も
少
額
で
あ
る
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
が
高
価
品
に
該
当

す
る
こ
と
を
認
め
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関

し
て
、
商
法
五
七
八
条
を
対
象
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て

い
る
。

　
「
貴
重
品
の
よ
う
な
運
送
品
は
、
交
換
価
値
が
な
く
、
ま
た
は
再

調
達
価
格
も
高
く
な
い
と
き
は
、
た
と
え
運
送
品
の
滅
失
・
穀
損
等

に
よ
り
荷
送
人
に
生
じ
る
損
害
が
大
で
あ
っ
て
も
、
高
価
品
に
は
該

当
し
な
い
」
（
清
河
雅
孝
「
高
価
品
の
明
告
解
怠
と
免
責
範
囲
の
調
節
」

川
又
還
暦
『
商
法
・
経
済
法
の
諸
問
題
』
（
商
事
法
務
研
究
会
、
平
六
）

二
九
こ
頁
）
。

　
確
か
に
、
商
法
五
九
五
条
や
商
法
五
七
八
条
は
、
損
害
賠
償
額
が

多
額
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
点
に
着
目
し
た
規
定
と
理
解
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
「
『
高
価
』
か
否
か
は
、
原
則
と
し
て
、
交
換
価
値
、
交
換
価
値
が

判
明
し
な
い
と
き
は
再
調
達
費
用
に
よ
っ
て
判
断
す
る
の
が
原
則
で

あ
る
が
、
五
七
八
条
の
立
法
趣
旨
か
ら
は
、
滅
失
等
の
場
合
に
運
送

人
が
負
う
可
能
性
の
あ
る
損
害
賠
償
額
の
大
き
さ
に
注
目
す
べ
き
で

あ
る
」
（
弥
永
・
前
掲
一
四
〇
頁
）
。

　
だ
が
、
商
法
五
九
五
条
等
は
、
高
価
品
に
つ
い
て
、
価
額
の
明
告

を
要
求
し
て
い
る
こ
と
か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
損
害
賠

償
額
そ
れ
自
体
を
基
準
と
し
て
判
断
す
る
規
定
で
は
な
い
。
交
換
価

値
の
よ
う
な
価
額
を
基
準
と
し
て
判
断
す
る
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
物
品
の
価
額
を
離
れ
て
損
害
賠
償
額
の
大
き
さ
だ
け
を
問
題
に

す
る
規
定
で
は
な
か
ろ
う
。

　
そ
の
た
め
、
先
述
し
た
理
解
も
、
物
品
の
価
額
が
失
わ
れ
る
結
果

と
し
て
損
害
賠
償
額
が
多
額
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
話
に
帰

着
し
よ
う
（
さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
、
物
品
運
送
で
は
、
運
送
人
に
悪
意
又

は
重
過
失
が
な
け
れ
ば
、
損
害
賠
償
額
は
物
品
の
価
格
を
基
準
と
し
て
算

定
さ
れ
る
。
商
法
五
八
○
条
・
五
八
↓
条
参
照
）
。

　
口
　
前
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、
商
法
五
九
五
条
等
は
、
高
価
品
に

つ
い
て
、
価
額
を
基
準
と
し
て
判
断
す
る
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
高
価
品
に
該
当
す
る
こ
と
を
認
め
る
の
は
困

難
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

　
た
だ
、
（
明
治
≡
二
年
）
旧
商
法
で
は
、
商
法
五
九
五
条
等
の
前
身

131



法学研究80巻2号（2007：2）

と
な
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
商
法
五
九
五
条
の
前

身
と
な
る
規
定
と
し
て
、
旧
商
法
六
〇
九
条
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

商
法
五
七
八
条
の
前
身
と
な
る
規
定
と
し
て
、
旧
商
法
五
〇
〇
条
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　
し
か
る
に
、
先
述
し
た
旧
商
法
の
規
定
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
よ
う
な
単
な
る
免
責
証
券
や
証
拠
証
券
〔
以
下
、
免
責
証
券
等
と

す
る
〕
に
適
用
さ
れ
る
と
解
釈
し
得
る
。
そ
の
た
め
、
さ
ら
に
検
討

を
要
し
よ
う
。

　
だ
が
、
商
法
五
九
五
条
等
と
異
な
り
旧
商
法
六
〇
九
条
で
は
、
適

用
対
象
に
つ
い
て
、
「
大
金
及
ヒ
特
二
貴
重
ナ
ル
物
」
と
定
め
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
価
額
の
明
告
が
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。

　
そ
の
た
め
、
免
責
証
券
等
に
つ
い
て
、
「
特
二
貴
重
ナ
ル
物
」
に

該
当
す
る
と
解
釈
し
得
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
価
額
を
問
題
に
す

る
必
要
が
な
か
ろ
う
。

　
た
だ
、
こ
れ
に
対
し
て
、
旧
商
法
五
〇
〇
条
で
は
、
適
用
対
象
に

つ
い
て
、
「
金
銀
貨
幣
、
貴
金
厩
、
寳
石
、
金
銀
物
、
有
慣
讃
券
、

讃
書
類
其
他
ノ
高
慣
物
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
価
額

の
明
告
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
免
責
証
券
等
に
つ
い
て
、
「
謹
書
類
（
其
他
ノ
高
償

物
）
」
に
該
当
す
る
と
解
釈
し
得
る
。
し
か
る
に
、
そ
の
際
に
価
額

を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
、
免
責
証
券
等
に
つ
い
て
、
有
価
証
券
と
同

様
に
扱
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
具
体
的
に
い
う
と
、
そ
の
価
額

が
（
関
係
す
る
）
権
利
の
価
額
と
等
し
い
と
理
解
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
（
磯
部
四
郎
『
商
法
〔
明
治
2
3
年
〕
釈
義
第
一
編
第
八
章
～
第

十
章
（
第
四
五
九
條
～
第
五
八
一
條
）
』
（
信
山
社
、
復
刻
版
、
平
八
）
二

二
三
五
、
二
二
三
六
頁
参
照
。
さ
ら
に
、
右
の
よ
う
に
扱
う
の
は
、
ド
イ

ツ
で
も
然
り
で
あ
る
。
詳
説
す
る
と
、
ド
イ
ツ
で
も
、
商
法
五
七
八
条
に

相
当
す
る
規
定
（
一
九
九
八
年
改
正
前
H
G
B
四
二
九
条
二
項
）
が
設
け

ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
免
責
証
券
等
は
、
そ
の
適
用
対
象
で
あ
る
有
価

証
券
に
含
ま
れ
る
（
又
は
準
じ
ら
れ
る
）
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
く
箪

国
琶
ω
6
菊
‘
⇒
α
づ
彊
①
ピ
ゆ
①
ま
＆
①
毎
づ
撃
鵬
①
ω
9
餌
暁
一
ρ
ぢ
“
国
ぼ
雪
び
の
澱
ω

＝
α
σ
己
①
ω
鴨
ω
帥
∋
一
雪
＝
讐
α
①
一
巽
0
9
β
駒
α
●
ω
＼
N
（
一
㊤
一
㎝
）
”
oo
。
器
鐸
嚇

国
旨
ω
一
討
8
げ
ン
9
①
≦
R
ε
餌
怠
角
ρ
言
”
南
ぼ
o
昌
び
o
鑛
ω
＝
α
σ
α
①
の

鵬
①
釜
ヨ
併
窪
＝
き
α
①
一
ω
お
o
算
9
ω
α
●
ミ
一
（
一
〇
嵩
y
ω
」
遷
㌘
U
辞
言
鵬
R

－
＝
㊤
3
窪
σ
⊆
澱
＼
零
詳
N
ゆ
ぎ
堕
＝
○
切
ω
α
●
㎝
歯
る
。
＞
亀
r
（
一
8
N
）
劾

畠
O
＞
⇒
ヨ
。
ω
一
一
ω
〇
三
彊
Φ
一
σ
o
彪
①
ミ
国
ヨ
ω
一
〇
①
聾
①
び
＝
の
φ
ゆ
α
。
ρ
㎝
■

＞
亀
一
●
（
一
〇
ミ
ン
㈱
畠
O
＞
コ
巳
●
N
g
oo
辞
き
σ
≧
o
『
き
昌
○
①
o
眞
＝
o
一
β

＝
O
oo
曽
の
δ
ゆ
ざ
ヨ
B
こ
綾
“
謡
－
“
認
」
．
＞
覧
一
■
（
一
㊤
罐
）
諭
蕊
㊤
＞
コ
ヨ
。

園
O
“
ω
霧
包
○
類
＼
刃
o
σ
コ
α
∪
＝
げ
一
ω
3
巽
）
］
≦
民
－
＝
○
厨
ω
血
■
刈
（
一
〇
雪
）
）

吻
畠
O
＞
⇒
B
。
“
o
o
）
。

　
そ
こ
で
、
免
責
証
券
等
に
つ
い
て
、
先
述
し
た
理
解
を
採
る
こ
と
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に
よ
り
、
高
価
品
に
該
当
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ

う
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
本
判
決
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
つ
い

て
、
明
告
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
際
に
預
金
金
額
を
問
題
に
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
価
額
が
預
金
債
権
の
価
額
と
等
し
い
と
理
解

し
て
い
る
ー
し
た
が
っ
て
、
先
述
し
た
理
解
を
採
っ
て
い
る
ー

と
も
解
さ
れ
る
。

　
だ
が
、
有
価
証
券
に
つ
い
て
、
先
述
し
た
理
解
が
採
ら
れ
る
の
は
、

権
利
に
関
す
る
唯
一
の
手
段
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
よ
う
。
詳
説
す

る
と
、
そ
こ
で
は
、
権
利
を
行
使
又
は
譲
渡
す
る
た
め
に
証
券
を
必

要
と
す
る
。
そ
の
反
面
と
し
て
、
証
券
を
失
う
と
、
公
示
催
告
お
よ

び
除
権
決
定
の
よ
う
な
特
別
の
手
続
を
経
な
い
限
り
、
権
利
を
行
使

又
は
譲
渡
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
権
利
を

失
う
こ
と
と
等
し
い
と
観
念
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
（
こ
の
点
に
関

し
て
、
株
券
の
運
送
保
険
に
関
す
る
大
阪
地
決
昭
和
三
八
年
二
月
一
九
日

下
民
集
一
四
巻
二
号
二
一
九
頁
参
照
。
な
お
、
こ
れ
に
対
し
て
、
先
述
し

た
理
解
を
採
る
こ
と
を
否
定
す
る
主
張
も
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
倉
澤
康
一

郎
『
会
社
法
の
論
理
』
（
中
央
経
済
社
、
昭
五
四
）
九
七
頁
参
照
。
だ
が
、

そ
の
主
張
に
従
っ
て
、
商
法
五
九
五
条
等
の
有
価
証
券
に
つ
い
て
、
証
券

そ
れ
自
体
の
価
額
を
問
題
に
す
れ
ば
、
高
価
品
の
例
示
と
さ
れ
る
理
由
を

説
明
す
る
の
が
困
難
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
価
額
を
明
告
さ
せ
る
理

由
に
つ
い
て
も
然
り
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
理
由
は
、
先
述
し
た

理
解
を
採
ら
な
け
れ
ば
説
明
し
難
い
と
解
さ
れ
る
）
。

　
し
か
る
に
、
有
価
証
券
と
異
な
り
免
責
証
券
等
は
、
権
利
に
関
す

る
唯
一
の
手
段
で
は
な
い
。
証
券
を
失
っ
て
も
、
右
の
よ
う
な
特
別

の
手
続
を
経
る
こ
と
な
く
、
権
利
を
行
使
又
は
譲
渡
で
き
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
免
責
証
券
等
に
つ
い
て
、
先
述
し
た
理
解
を
採
る
こ
と
に
は

疑
問
な
し
と
し
な
い
。

　
ま
た
、
先
述
し
た
理
解
を
採
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
商
法
五
八
0

条
が
問
題
に
す
る
価
格
に
も
妥
当
し
よ
う
。
そ
の
た
め
、
免
責
証
券

等
を
運
送
す
る
場
合
は
、
そ
の
価
格
が
権
利
の
価
格
と
等
し
い
と
理

解
さ
れ
よ
う
。

　
た
だ
、
そ
う
す
る
と
、
運
送
人
は
、
免
責
証
券
等
を
滅
失
し
た
だ

け
で
権
利
の
価
格
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
権
利
の

行
使
や
譲
渡
に
問
題
が
な
く
て
も
然
り
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
は
賛
成
し
難
い
。

　
さ
ら
に
、
先
述
し
た
旧
商
法
の
規
定
は
、
（
明
治
三
二
年
）
新
商
法

　
　
し
た
が
っ
て
、
現
行
商
法
　
　
へ
移
行
す
る
際
に
変
更
さ
れ
た
。

特
に
商
法
五
七
八
条
で
は
、
適
用
対
象
か
ら
「
讃
書
類
」
が
除
外
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
審
議
過
程
で
は
、
右
の
除
外
に
対
し
て

異
議
が
唱
え
ら
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
異
議
は
採
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
（
法
典
調
査
會
「
商
法
委
員
會
議
事
要
録
」
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制

調
査
部
監
修
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
1
9
』
（
商
事
法
務
研
究
会
、
昭
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六
〇
）
四
二
五
頁
参
照
。
ま
た
、
起
草
委
員
は
、
先
述
し
た
ド
イ
ツ
の
解

釈
を
否
定
し
て
い
る
。
岡
野
敬
次
郎
『
商
行
爲
及
保
険
法
』
（
岡
野
奨
學

會
、
昭
三
）
二
三
五
頁
参
照
）
。

　
以
上
で
論
じ
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
免
責
証
券
等
に
つ
い
て
、
そ

の
価
額
が
権
利
の
価
額
と
等
し
い
と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
高
価
品
に
該
当
す
る
こ
と
を
認
め
る
の
は
困
難
で
あ
る

と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
、
起
草
者
意

思
と
符
合
し
よ
う
。

　
そ
の
た
め
、
本
件
で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
高
価
品
に
該
当

す
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
さ
れ
て
い
れ
ば
、
前
章
で
論
じ
た
解
釈
を

持
ち
出
す
必
要
は
な
い
。
そ
れ
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
商
法
五

九
五
条
は
問
題
に
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
。

六
　
研
究
の
締
め
括
り
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
論
じ
て
き
た
こ
と
を

ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
、
Y
は
、
場
屋
営
業
者
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
特
約
が
さ
れ

な
い
限
り
、
内
容
物
に
つ
い
て
、
商
法
五
九
四
条
以
下
の
規
定
に
よ

り
責
任
を
負
う
。

　
そ
し
て
、
本
判
決
が
い
う
よ
う
に
、
内
容
物
に
つ
い
て
、
寄
託
の

成
立
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
過
失
の
あ
る
Y
は
商
法
五
九

四
条
二
項
の
責
任
を
負
う
。

　
だ
が
、
本
判
決
の
よ
う
に
商
法
五
九
五
条
を
問
題
に
す
る
限
り
、

右
の
責
任
を
認
め
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
そ
れ
を
認
め

る
た
め
に
は
、
使
用
約
款
を
通
し
て
商
法
五
九
五
条
を
変
更
す
る
特

約
が
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
た
だ
、
内
容
物
で
あ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
、
高
価
品
に
該
当

し
な
い
。
そ
の
た
め
、
そ
の
点
が
問
題
に
さ
れ
て
い
れ
ば
、
右
の
解

釈
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
い
。

　
な
お
、
Y
の
責
任
に
つ
い
て
、
本
判
決
の
よ
う
に
商
法
五
九
四
条

二
項
に
基
づ
い
て
認
め
れ
ば
、
遅
延
損
害
金
の
利
率
は
年
五
分
と
な

る
。
だ
が
、
債
務
不
履
行
責
任
と
し
て
認
め
る
余
地
も
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
責
任
と
し
て
認
め
れ
ば
、
遅
延
損
害
金
の
利
率

は
年
六
分
と
な
る
。
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